
瀬戸内海環境保全特別措置法に
基づく事前評価に関する書面

令和7年 11月  17日
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1 許可申請書の概要

(1)特定施設設置(変更)の理由及び内容

この度、三和酒類 (株 )本社工場の三和研究所におきまして、蒸留施設の設置を計画いたしま

した。つきましては、特定施設設置許可をいただきたく申請書を提出いたします。なお、今回の

申請による排出水は全て公共下水道へ排出されるため、公共用水域へ排水される汚染状態及び

量の変更はございません。

(2)排水口における排出水の汚染状態及び量が減少 (変らず)の場合はその理由

特定施設の拶F出水は全量を公共下水道に放流するため、排出日の汚染状態及び量の変化は一切

ありません。

2 工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水口の位置及び数

(1)別図 1の とお り

(2)排水系統及びJF水経路の略図

別図 2、 3および下記のとおり

汚水処理施設 ―→"公共下水道
冷却水 →  No.りF水 ローレ 山本幹線排水路 ―"黒

サI十一→ 豊前海地先水域 (周防灘)
雨水  ……> No.2'F水 口……>山田池……小
雨水  ……> No.3～ 6排水口



3 工場 。事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値、
当該υF出水の 1日 当りの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

※最大負荷量(k8/日 )=最大排水量(m3/日 )×通常水質(mg/1)× 103

通常負荷量(k8/日 )=通常排水量(m3/日 )×通常水質 (mg/1)× 103

俳

水

□

区 分 現   状 設置後 負荷量・水量

の増減水量・水質 負 荷 量 水量 水質 負 荷 量

■由冨 母 大 i南常 景 犬 涌 常 母 大 i南常 最 大 胡 冨 母 大

Ｚ

ｏ
・
Ｐ

拶F水量(m3/日 ) 350 1000 ＼ ＼ 350 1000 ＼ ＼ ± o ± 0

pH 5.8-

8,6

5.8-

8,6

5.8-

8.6

5.8-

8.6

BOD(mR/1)
COD(mg/1) 2.0 3.0 0,7 2.0 2.0 3.0 0,7 2.0 ± o ± o

SS (mg/1) 2.0 3.0 ＼ ＼ 2.0 a.o ＼ ＼ ＼ ＼

T一 N(m富/1) 0 1.0 0.0 0.0 0 ■0 0.0 0.0 ± o ± 0

T一 P(mg/1) 0 ■0 0,0 0,0 0 1.0 0.0 0,0 ± o ± o

大腸菌数

(CFU/m宅 )

800

未満

800

未満

800

未満

800

未満

n―ヘキサン抽 出物質

(mg/宅 )

1以下 7.0 1以下 7.0

Ｚ
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ω
】
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コ
）

伊信水量(m3/日 ) ＼ ＼ ＼ ＼

pH ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

BOD(mg/1)

COD(mg/1)
SS (mg/1)

T一 N(mg/1)

T一 P(mg/1)

雨水のみ(変更なし)



4 工場又は事業場のつい水国の周辺の公共用水域について定められている
水質汚濁に係る環境基準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関

する事項

(1 人の健康の保護に関する環境基準

備考 :海域については、ふつ素及びほう素の基準値は適用しない。

(2) 生活環境の保全に関する環境基準

(3)その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標

① ダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準
ダイオキシン類 1っ宜―TEO/1

頂    目 其 準 値項    目 基 準 値

1,1,2-トリクロロエタン 0,006m宜 /1以下カドミウム 0.003mノ 1以下
トリクロロエチレン 0.01m∬1以下全シアン 検出されないこと

テトラクロロエチレン 0.01m宜/1以下鉛 0.01mゴ1以下
1,3-シ
゛
クロロフ
°
ロヘ
°
ン 0.002m宜 /1以下六価クロム 0.02mゴ1以下

チウラム 0.006mげ 1以下砒素 0.01mゴ1以下
0.0005m∬ 1以下 シマジン 0.003m∬ 1以下総水銀

検出されないこと チオベンカルブ 0.02m∬ 1以下アルキル水銀

検出されないこと ベンゼン 0.01m∬ 1以下|、

°
)塩化 と
｀
フェニル(PCB)

0.02m∬1以下 セ レン 0.01m宜/1以下ジクロロメタン

0.002m宜/1以下 耳肖酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10m∬1以下四塩化炭素

0.004m∬ 1以下 ふつ素 0,8m∬ 1以下1,2-シ
゛
クロ,エタン

0.lm∬ 1以下 ほう素 lm∬1以下1,1-シ
ヾ
クロロエチレン

ンスー1,2-シ
ヾ
クロロエチレン 0.04m宜/1以下 1っ 4-シ

゛
オキサン 0.05mゴ 1以下

1,1,1-卜

'ク

ロロエタン lmげ 1以下

排 出 先 の 海 域 名 害前抽先 春前士和ケ
「

環 境 基 準 点 SUSt-6 S〔」St-6

環 境 基 準 類 型 A Ⅱ

基
　
　
　
準
　
　
　
値

水 素 イ オ ン 濃 度 7.8以上8.3以下

生物化学的酸素要求量(mg/1)

化学的酸素要求量(mg/1) 2.0以下

浮遊 物質量(mg/1)

熔存 酸素量(mg/1) 7.5以上

大腸 菌数(CFU/ml) 800未満

aヘキサン抽出物質(油分等 ) 検出されないこと

全  窒  素(m富/1) 0.3以下

全 燐(m冨/1) 0.03以 下

② その他



5

(1)-1 周辺公共用水域の水質の現況 (河,II域 )
測定月日     年  月
測定分析機関名

周瑶公糞用粂騒腐奈魯腐霙罷みだ笹
出水の排出に伴い予測される

日 年  月  日 (  回)

河 川 名
1測

定 点名

測定点毎に用紙をかえること。

月  日 時 刻
流 量

(m3/日 )

pH
BOD

(mg/1)

COD

(mg/1)

SS

(mg/1)

n―Hex

(mg/1)

大腸菌
数

(CF〔1/mり

T一 N

(mg/1)

T― P

(mg/1)

DO

(mゴ1)

水

質

の

現

況

月   日

平 均

月   日

平 均

月   日

平 均

総 平 均

将 来 水 質

(2)-1 その他当該水域に関する事項



(1)-2 周辺公共用水域の水質の現況 (海域)
測定月日 令和 5年  4月   ～ 令不日6年  3月   ( 6回 )
測定分析機関名 大分県

海 域 名 豊前地先 測 定 点名 SUSt-6

測定点毎に用紙をかえること。

(2)-2 その他当該水域に関する事項

月  日 時 刻 採水部位 水温℃ pH COD
(mg/1)

SS
(mg/1)

n―Hex
(mg/1)

T一 N
(myl)

T― P

(myl)

DO
(myり

水

質

の

現

況

月  日

千満の別

表  層
中  層
平  均 ＼

千満の別

表  層
中  層
平  均 ＼

千満の別

表  層
中  層
平  均

月  日

千満の別

表  層
中  層
平  均

千満の別

表  層
令和 5年度公共用水域及び地下水の水質測定結果

報告書より抜粋
中  層

平  均

干満の別

表  層
中  層
平  均

月  日

干満の別

表  層
中  層
平  均

千満の別

表  層
中  層
平  均

千満の別

表  層

中  層
平  均 ＼

総  平  均 8.0-8.3 2.0 0,11 0.022 8.0

将 来 水 質



(3)予測の方法

① 汚濁負荷量の増加の有無 (有 。饉)
(ただし、汚濁負荷量の増加がない場合は②③を省略する)

② りF出水の公共用水域での影響範囲

(河川域)

(海 域)

新田式(log(r2θ /2)=1。 226 bgQ+0,086)か ら求めた周辺公共用水域の外縁までの

距離 (r)は       m   です。

θ=180° (拡散角度 :ラジアン)

Q=99m3/日 (最大排水量)



③-1 予測の手法 (河川域)

S・ Q+(SoQ。 一S。'Q。 ')
S

Q十 (Q。一Q。 ')

地点名 (

S'(BOD)=
S'(COD)=
S'(SS)=
S'(T一 N)=
S'(T一 P)=

地点名 (

S.(BOD)=
S'(COD)=
St(SS)=
S'(T一 N)=
S.(T― P)=

地点名 (

S'(BOD)=
S'(COD)=
S'(SS)=
S'(T一 N)=
S'(T一 P)=

地点名 (

S'(BOD)=
S'(COD)=
St(SS)=
St(T一 N)=
S'(T一 P)=

から将来の水質を予測すると

)

一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一

一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一

)

一一　　　　　　　一一　　　　　　　一一　　　　　　　十一　　　　　　　一一



③-2 予測の手法 (海域)

ヨーゼフ・ゼンドナー式 C=1-exp
(

Q   l 1

}
) から求めた

θ tt X  l

(

希釈率Cは次の通りです。
C(r/3の 地点) =
C(2r/3の 地点)=

m3/日 (最大排水量)
(拡散角度)

=2m

=864m/日
m m(r/3、 2r/3の距離)

S'=Sl+(S。一Sl)。 Cから将来水質を予測すると
r/3の地点
S'(COD)=      +(  ―   )
S'(SS)=      十 (  ―   )

S'(T一 N)=      +(  ―   )
St(T― P)=      +(  ―   )

2■ /3の地点
S'(COD)=
S'(SS)=
S'(T一 N)=
S'(T一 P)=

6 その他当該特定施設の設置等が環境に及ぼす影響についての
事前評価に関し参考となるべき事項

注 ) Ｑ

θ

ｄ

ｐ

ｘ

ｌ

一一　

〓

一一　

〓 m

一一　　　　　　・・　　　　　　一一　　　　　　一一

＋

＋

＋

＋


